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MESSAGE FROM PRESIDENT 

社会経済における正義とイノベーション 

 

公益財団法人高輝度光科学研究センター 
理事長 土肥 義治 

 
 
 2010 年に NHK 教育テレビで放映された「ハーバ
ード白熱教室」は、サンデル教授のハーバード大学に
おける政治哲学の対話型講義の収録であり、議論の内
容が大きな反響を呼んだ。人間はどう生きるべきか、
社会はどうあるべきかなど哲学的な原理を深く考え
させることが白熱教室の目的であり、ご覧になった方
も多いと思う。 
 政治哲学を復興したのがハーバード大学のロール
ズであり、1971 年に著書の正義論の中で不平等の是
正を基本とする公正な社会像を提示した。ロールズは、
社会の全構成員が無知のベールをかけた原初状態で
合意できる社会契約原理を明らかにして、福祉政策の
正当性を示した。ロールズの正義は二つの原理からな
り、第一原理は基本的自由の平等原則である。第二原
理は、公正な機会均等下での経済的な不平等は許容さ
れるが、最も不遇な立場にある人の便益を最大化すべ
きという格差原則である。 
 ロールズ正義論以前は、十八世紀にベンサムによっ
て提唱された「最大多数の最大幸福」という結果重視
の功利主義が長く政治哲学で中心的な位置を占め、経
済学などに多大な影響を与えてきた。 
 イギリスのアダム・スミスは、不朽の名著である道
徳感情論（1759）と国富論（1776）を刊行して、自
由と平等を基本とする人間社会において秩序と繁栄
は同時達成できることを明快に示した。倫理学の道徳
感情論において、社会の中で生きる人間は、他人の感
情や行為に関心を持ち、他人の感情を自分の心の中に
写し取り、その感情を共有しようとする共感能力が人
間の本性にあることを明らかにした。各人はこの共感
能力によって心の中に公平な観察者を形成し、観察者
の是認が得られるよう自律的に正義感を養い、道徳律
と法律によって社会の秩序が実現できるとした。 
 経済学の国富論において、市場経済の発達には、社
会的分業を基本として労働生産性を高め、資本の蓄積

を増大させ、公正な交換市場を形成することが重要で
あるとした。市場では価格という非人格的な指標によ
って財の交換と配分が予定調和的に行われ、一方、人
間の利己心によって市場は拡大し資本が増大し、結果
として社会が繁栄することを明示した。このように、
スミスは自由主義社会の秩序と繁栄が人間の本性に
よって実現できることを示したのである。 
 しかしながら、市場経済は供給と需要の調和の乱れ
によって、景気が変動し不況時に大量の失業者を生み
出した。マルクスが逝去した1883年に、二十世紀を
代表する経済学者のケインズとシュンペーターが出
生した。ケインズは、1936 年に発表した一般理論の
中で不況時に需要が不足するために失業が出ること
を明らかにして、有効需要の拡大のために政府公共投
資を増大して雇用問題を解決すべきと提案した。ケイ
ンズ政策は、短期的な不況対策として有効であるが、
長期的な経済発展政策としては力不足である。 
 シュンペーターは、1912 年に経済発展の理論を刊
行して、経済発展の本質はイノベーションによる市場
の動態的な進化であり、特に技術革新による新製品の
開発と新市場の創設が重要であることを指摘した。
1939 年に景気循環論を発表して、三つの景気の波の
底が同時に進行した場合に大恐慌が発生することを
示した。景気変動による不況は非効率な生産供給を排
除するプロセスであり、古きものを破壊して新しいも
のを創造する創造的破壊によって市場経済が進化す
るという。 
 今世紀の先進国経済は技術革新の時代に入ってお
り、ケインズ政策だけでは国際競争の中で斜陽の道を
辿らざるを得ない。新しい科学技術を生み出し、新し
い製品を作り出し、新しい市場を開拓するイノベーシ
ョン経済と公正な福祉社会との融合が二十一世紀の
国家像である。SPring-8とSACLAは、進化するイノ
ベーション経済への多面的な貢献が求められている。 


